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1. 学校法人 日本航空学園

• 1932年（昭和7年）開校以来53,500名を超える航空従事者を輩出し日本の翼を支えている。

• パイロット、航空整備士（飛行機、ヘリコプター）、航空機設計技術者
グランドハンドリングスタッフ 、 CA・グランドスタッフを養成
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日本航空学園組織図 教育環境



2. 航空専門学校（航空整備科）の志願者が減少している要因

１．少子化と若者の製造業離れ
➢エッセンシャル・ワークを嫌う。

２．他の職種に比し、学生の教育・訓練の時間的負担が膨大で、
授業も国家試験対策で手一杯
➢学生生活は整備士の国家資格を取得することに忙殺。
➢授業も国家試験対策で手一杯で、カリキュラムも現代的・社会的な
教育ニーズ（DX、英語力、コミュニケーション能力、問題発見能力、
課題解決能力など）への対応は十分とは言えず。

3. 経済的負担も大きい
➢専門学校は基本的に3年制で、必要経費が嵩むことから授業料は
3年間で平均約345万円。（本学園調べ）

3

志願者減少の現状

航空会社の整備士の６割以上を輩出
している航空専門学校の入学者数が
ここ数年で半減している。
（本検討委員会、国交省資料より）



3. 航空整備士資格制度の一部改正の方向性（効果的・効率的な人材養成に向けて）
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基礎訓練と専門訓練の役割を専門学校等と航空会社がそれぞれ分担し、系統だった訓練体系
にすることで、指定養成施設のより一層の活用、指定取得拡大が図られ、官民双方の負担軽減
だけではなく、整備士養成の効率化につながる。
また、専門学校の教育・訓練が有効となれば専門学校自体の魅力が向上し、航空業界への優

秀な人材確保も期待できる。

具体的には航空専門学校においては「基本技術の習得」※１と「航空機全般における基本的
な教育」※２、企業においては「特定の機体に対する教育」と系統だった教育・訓練体制を確
立することにより、整備士養成の効率化が図れる。
※１「基本技術の習得」

従来の基本技術に加え、時代の変化に対応した内容に刷新
※２「航空機全般における基本的な教育」

実機を用いて、整備士になる上で必要な知識や能力、長い将来にわたり応用力を利かせることので
きる人材を育成するための、幅を持たせた教育
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入社後から一整取得及び確認主任者になるまでの一例
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3. 航空整備士資格制度の一部改正の方向性（効果的・効率的な人材養成に向けて）



4. 航空整備士資格の制度の一部改正の要望概要（効果的・効率的な人材養成に向けて）

１．専門学校では航空機整備のための実機を使用した基本的な知識・技術の習得に重点を
置くこととし、在学中には現行の整備士の国家試験の試験科目について以下のとおりとする。

専門学校の航空整備科志望の入学者を飛躍的に伸ばし、エアライン等への整備士
の就職者の大幅な増員を図るため、専門学校とエアライン等における整備士の
教育・訓練の役割分担を時代に合ったものに変革し、以下の通り航空整備士資格の
制度の一部改正を行う。

①「学科試験（機体、発動機、電子装備品、航空法規）」を受け、国より合格通知書を取得

②実地試験のうち「整備の基本技術（法規関連（口述）、基本技術Ⅱ（口述、実技）」の試験科目については

単独での技能審査を受けられるとし、合格者は整備の基本技術Ⅱの修了証明書を取得

２．入社後エアライン等においては使用する航空機に応じた整備士の育成を行い等級・型式毎
に国家資格を取得することとし、国家試験（一等航空整備士、二等航空整備士、
一等航空運航整備士、二等航空運航整備士）を受験する際には、専門学校において上記の
既に合格している試験科目については試験を免除。
なお、従前どおり専門学校での2年、ないし3年は実務経歴とみなし、入社時点ににおいて
実務経歴を付与。

３．入学する学生にとって魅力的な教育内容を提供し、応用力が利く人材を育てるため、
各専門学校においては現代的・社会的な教育ニーズの高いDX、英語力、コミュニケーション
能力、PBL（課題解決型学習）などの教育を抜本的に強化。
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在学中に国家資格を取得（基本的には３年制） 使用する航空機の型式・等級毎に改めて国家資格を取得

現 行

改正後

（国家資格の取得） （試験科目）

・２等航空整備士
・１等航空運航整備士
・２等航空運航整備士

○学科試験
・機体・発動機 ・電子装備品  ・航
空法規

○実地試験
・整備の基本技術
（法規関連（口述）、基本技術

Ⅰ、
又は基本技術Ⅱ（口述、実技））

・整備に必要な知見
・整備に必要な技術
・航空機の点検作業
・動力装置の操作

※専門学校が所有する航空
機の種類により、取得す
る国家資格は専門学校毎
に異なる。

（国家資格の取得）

・１等航空整備士
・２等航空整備士
・１等航空運航整備士
・２等航空運航整備士

※学生時代に取得した国家資格に加えて、入社後、エア
ライン等では実際に使用する航空機の型式・等級毎に、
改めて国家資格を取得し直すことになるため、二度手
間感が否めない。（一部に例外有り）

〇学科試験
・機体・発動機・電子装備品・航空法
規

〇実地試験のうち、
・整備の基本技術（法規関連（口述）、
基本技術Ⅱ（口述、実技））

（国より「学科試験」の合格通知書と、
実地試験のうち「整備の基本技術Ⅱ 」
の修了証明書を取得）

在学中に航空機整備のための実機を使用した基礎的な知識･技術を習得

（現代的・社会的教育ニーズの
高い教育の強化）

○ＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）

○英語力
○コミュニケーション能力
〇ＰＢＬ（課題解決型学
習）

〇その他

（国家資格の取得）

・１等航空整備士
・２等航空整備士
・１等航空運航整備士
・２等航空運航整備士

※使用する航空機の型式･等級毎に国家試験を受験する際、
専門学校において既に合格している者については、
〇学科試験（・機体・発動機・電子装備品

           ・航空法規）と
〇実地試験のうち、整備の基本技術（法規関連

           （口述）、基本技術Ⅱ（口述、実技））
の試験科目について試験を免除する。（主な改正点）

航空専門学校（指定養成施設） エアライン等

※実地試験のうち「整備の基本技術（法規関連、基本技術Ⅱ ）」
の試験科目は、単独での技能審査を受けられるとし、合格者は
修了証明書を取得する。（主な改正点）

〇実地試験のうち、
・整備に必要な知見
・整備に必要な技術
・航空機の点検作業
・動力装置の操作

（試験科目）

○学科試験
（左記参照）

○実地試験
（左記参照）
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4. 航空整備士資格の制度の一部改正の要望概要（効果的・効率的な人材養成に向けて）



5. 空港見学会・航空教室等を活用（航空人材の裾野拡大） 
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➣臨時立入許可証（各空港）の早期発効

➣ANA・JAL整備場一般見学枠の一部優先配分
（ Web一般申し込みは、開始と同時に枠なしとなる状況）

＜現状＞
格納庫見学を希望する高校のため、本学職員がWeb一般申し込みを代行

企業の社会貢献的要素としての工場見学を維持しつつ
その一部を固定枠として将来の航空人材につながる可能性の高い中高生

に優先的に配分

➣裾野拡大を進めるため、本取り組みを取り纏める機関の設置

➣各地の科学館・航空博物館と連携し、地域と密接な関係を構築

＜本学からの提案＞

空港見学・整備場見学

※ 見学に参加した高校生４名が、航空専門学校へ入学し「航空業界」を目指すきっかけとなった



第二種接近
遭遇

＜背景＞
１．中学生・高校生の「航空業界」に対する関心の低さ
２．高校の先生方や保護者が抱く「航空業界」のイメージ
➣「航空業界」は高嶺の花である
➣コロナ禍以前からそもそも就職先としては考えていない
➣コロナ禍の影響を受け不安定な企業

5. 空港見学会・航空教室等を活用（航空人材の裾野拡大） 
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第三
種接
近遭
遇

第一種接近遭遇

第零種接近遭遇

空の仕事に
関心あり

空の仕事に
関心なし

オープンキャンパス

航空教室、空の日イベント

空港見学・ヘリポート見学・校外研修

修学旅行等

空の仕事に
関心のない
子供たちへ
のきっかけ
作りは？



進路指導において、実質的権限を持つ
進路指導担当教諭に「航空業界」を理解していただく

➣2019年から実施（2020年はコロナ禍のため未開催）

在京高校の修学旅行（航空機利用）の場合、自宅から羽田空港までの経路確認のため、遠足を行う
高校が多数ある（高校訪問等で担当教員からの情報）
経路確認後、校外研修として見学会を開催

➣2022年から実施
（羽田空港成田空港東京ヘリポート等）

5. 空港見学会・航空教室等を活用（航空人材の裾野拡大） 

＜取り組内容＞

空港・格納庫・ヘリポート見学

進路指導教諭を対象とした「航空業界」説明会・見学会
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➣全国の航空専門学校８校と日本航空技術協会が協賛し多くの
先生方に良き理解者となっていただくため航空講座を設置

➣2022年度から開始し、2023年度は全国の主要空港（11空港）
重工企業等において２０講座に延べ122名の高校教員が参加

➣キャリアパスの形成
工業高校→航空専門学校→航空業界

➣大学よりも優れた職業人を輩出するルートの構築

➣羽田空港・成田空港・東京ヘリポート等現場の見学を促す

5. 空港見学会・航空教室等を活用（航空人材の裾野拡大） 

＜取り組内容＞

都道府県立工業高等学校長会にプレゼン

全国工業高等学校長協会主催「夏季講習会」の講座設置
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6. 高等学校等の教育現場との連携（航空人材の裾野拡大）
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文部科学省との連携による高校-大学校接続



6. 高等学校等の教育現場との連携（航空人材の裾野拡大）

1. 高等学校学習指導要領について

➢高等学校学習指導要領（工業科）に航空関連科目の設置を
産官学で取り組みたい。

新高等学校学習指導要領 （2022年度から実施）
社会に開かれた教育課程が謳われるとともに、工業科においては
従来の自動車工学、自動車整備に加え、船舶工学が新設された。（海事生産性革命参照）
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２．最後に
今回の各実態ヒアリングや検討会で得られた施策を、航空分野の
幅広いフィールドで有機的につなげることを希望する。
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